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はじめに 

 いわゆる北方型牧草（オーチャード、ラジノクロ

ーバー、レッドクローバー等）は旱害、暑害に弱く

暖地においては夏枯れ現象が起って牧草地の生産量

の低下をきたし、さらには２～３年で更新しなくて

はならない状態となる。この夏枯れ対策の一つとし

て高温、旱魃に強い南方型牧草（ローズグラス、バ

ヒアグラス、バミューダグラス等）をとり入れてい

くことも有効な手段である。 

 そこで、最近耐暑性牧草として注目されはじめた

ローズグラスについて予備調査を実施したので、そ

の結果を要約して述べてみたい。 

 

性状および収量 

南アフリカ原産、細茎のきわめて多葉な永年生イ

ネ科草で、イタリー人、セシル・ローズによって牧

草としての価値が認められて栽培されるようになり、

この名がある。草丈は 90～130cm に達し、穂はオヒ

シバに似ているが分枝だが多く15～18本をもってい

る。 
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 地上匍匐茎によって広がり、その各節から発根し

て新しい植物体をつくる。耐寒性が弱いため岡山県

では越冬困難である。（兵庫県では５％、徳島県では

20％越冬したとの報告がある。） 

 発芽は一般に不良であるが、これは種子の稔実不

良も一因と考えられる。（採取は穂の部分だけ刈り取

り、１日乾燥した後、棒で軽くたたけば簡単にとれ

る。） 

 初期生育も播種期が早すぎると悪いので、地温の

上昇する５月上～中旬頃が適当である。発芽後 30～

40 日頃まで１回除草を行うと以後の生育は順調であ

る。施肥量は 10ａ当り堆肥 2000kg、石灰 100、基肥

窒素 20.0、燐酸 20.0、カリ 15.0 追肥窒素 20、カリ

15kg で十分である。 

 播種量は散播で 10ａ当り１～２kg が適当で、播種

量を多くしても総収量にはさしたる影響がない。 

 次に各家畜に対する嗜好性を調査した結果は第１

表のとおりである。表のとおり家兎の嗜好性は極め

て良好で、特に乾草にした場合、子牛が良く嗜好し、

風乾歩留りも優れているので、育成用としてこの利

用が適していると思われる。 

 再生長もきわめて良好で、北方型牧草の生育が停

止する６月下旬から９月上旬にかけても良く伸長し、

４～６回刈り取ることができる。 

 南方型牧草の大部分は飼料価値の点で劣るといわ

れるが、当場での分析成績によるとイタリアンライ

ングラスに劣らない結果を示している。夏のイタリ

アンライグラスと称されるゆえんであろう。 

 なお津山地域では越冬しないことが判明したので

雑草化のけねんもなく、１年生草本として端境期の

青刈飼料、乾草、あるいは回復がすみやかであるの

で放牧用としても利用可能である。従って夏期牧草

地の生産能力の低下を防止する対策としてこれを簡

易耕起し追播を行うというような、あるいは北方型

牧草類と組合せた栽培技術が今後解決されなければ

ならない課題である。 

 


